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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究代表者が長年進めてきた現代国家論研究と近年取り組

んでいる情報政治研究の結節点で、経済のグローバル化と共に進行する国内政治の国際政治化、

国際政治の地球政治化を解析した。モノ・カネ・ヒトが国境を越える「帝国」型グローバル政

治の形成と、そのもとで進行する民衆の移動・越境・脱国家化の動きに注目し、既存の概念の

変容と新しい課題を実証的な国際比較と歴史的・思想的系譜から考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research focused on the internationalization of domestic 
politics and the globalization of international politics, at the cross of the long studies 
of state theory and the recent studies of information politics by the principal 
investigator. It treated the transformation of goods, money and individuals as the 
formation of global politics under the “Empire” and the cross border of people. We need 
the reexamination of principle concepts of nation state, civil society and public sphere 
in comparative and historical perspectives.   
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１．研究開始当初の背景 

 本研究の背景となったアイディアは、もと

もと３つの理論系列の示唆であった。 

(1)政治学・国際政治学の２１世紀的展開、

とりわけデーヴィッド・ヘルドらのデモクラ

シーとグローバル・ガバナンスの理論。そこ

研究種目： 基盤研究（B） 

研究期間： 2007～2009   

課題番号： １９３３００３１ 

研究課題名（和文）移動と情報ネットワークの政治学ーー「帝国」と越境するマルチチュード

研究課題名（英文）Politics of Mobility and Information Network: The“Empire” and the 

Crossing  Border by “Multitude”  

 

研究代表者  

加藤 哲郎（KATO TETSURO） 

一橋大学・大学院社会学研究科・教授 

 研究者番号：３０１１５５４７ 



 

 

では一国内部でも地球的規模でも「差異の承

認・解放」が課題になり、マイノリティの処

遇が「国際人権レジーム」として国際機関で

も問題にされている。 

(2)「移動の社会学」「移動の政治学」の流れ。

ジョン・アーリ『場所を消費する』『社会を

越える社会学：移動・環境・シチズンシップ』

の問題提起は、「社会」を都市中心の定住空

間と前提する近代市民社会論への、従って既

存の政治学・社会学への挑戦で、移住による

身体的移動に商品・貨幣や映像・メディアを

介した感覚的移動、国外就労や観光旅行によ

る情動の歴史的変容を加えると、「定住者＝

市民」を前提にした政治は大きく攪乱される。 

(3)アントニオ・ネグリとマイケル・ハート

が『＜帝国＞』と『マルチチュード』で主張

する地球的政治経済秩序の世界史的構造。彼

らの提起した「生政治」や「帝国」「マルチ

チュード」概念を念頭において、欧米・日本

の国籍・移民問題や社会運動における「国際

主義」の歴史的展開を問い直した。 

 

２．研究の目的 

(1)本研究は、研究代表者が長年進めてきた

現代国家論研究と、近年取り組んでいる情報

政治研究の、結節点に位置する。 

(2)経済のグローバル化と共に進行する国内

政治の国際政治化、国際政治の地球政治化を、

定住を前提とした近代国民国家型政治の再

編、モノ・カネ・ヒトが国境を越える「帝国」

型グローバル政治の形成とみなし、そのもと

で進行する民衆の移動に着目した。 

(3)とりわけ越境・脱国家化の動きに注目し

て、「国籍」「国民」「市民」「市民社会」等の

既存の概念がどのような変容をこうむり、ど

のような新しい課題を生み出すか、どのよう

な新しい枠組みと発想・方法・概念を必要と

するかを、実証的な国際比較と歴史的・思想

的系譜に即して考察した。 

 

３．研究の方法 

(1)本研究は、国際比較と歴史的・思想史的

分析の方法を併用する。 

(2)研究代表者が、欧米ばかりでなくインド

や中国の研究者たちの協力をあおぎ、メキシ

コでは客員講義をしながら本研究プロジェ

クトは完成された。その間にリーマン・ショ

ックによる世界金融・経済恐慌も経験した。 

(3)共同研究には、国外ではアメリカ、イタ

リア、オーストラリア、中国在住の若手が、

国内では北海道から沖縄まで各地に住む研

究者たちが加わった。研究そのものがネット

ワーク型であり、それぞれの研究分担者・連

携研究者・協力者の差異と個性が発揮できる

よう心がけて報告書を作成した。 

(4)共同研究は「政治を問い直す」を合い言

葉に、政治学、社会学、哲学、歴史学など多

様な領域から研究分担者・協力者を集めて行

われた。それは、歴史と現実そのものが多様

であり、「帝国」と「マルチチュード」も差

異を孕んだ可塑的なものだからである。 

 

 

４．研究成果 

 2010 年 5-6 月（2009 年 12 月に出版が確定）

に日本経済評論社から刊行された「政治を問

い直す」全２巻が、ネットワーク型共同研究

の成果である。 

(1)第１巻は、加藤哲郎・小野一・田中ひか

る・堀江孝司編『国民国家の境界』と題され、

以下の論文が収録されている。(2010 年 5 月

刊行、264 頁)。 

序論 時間と空間から問い直す 

         田中ひかる・堀江孝司 

①越境するシティズンシップとポスト植民

地主義           大中一彌 



 

 

②動揺する国民国家を受けとめる  

                丹野清人 

③国民の歴史意識を問い直す    鳥山  淳 

④公共圏の創出、拡大、変容   井関正久 

⑤越境する政策と国際的な規範  堀江孝司 

⑥越境するハウスホールド     稗田健志 

⑦ドイツの移民・外国人政策   小野  一 

⑧移民のいない日（2006/5/1）の衝撃 

                高橋善隆 

⑨国境を越える連帯        許  寿童 

⑩国民国家を超える戦場への移動  島田顕 

⑪人の移動と思想・運動の生成  

               田中ひかる 

(2)第２巻は、加藤哲郎・今井晋哉・神山伸

弘編『差異のデモクラシー』と題し、以下の

論文が収録されている（2010 年 6 月刊行、264

頁）。 

序章 政治の境界と亡命の政治  加藤哲郎 

①恐怖の政治と治安社会化    斎藤吉広 

②ＮＩＭＢＹ問題の構造とデモクラシー 

                中澤高師 

③ポピュリズムと熟議・討議デモクラシー  

                飯島伸彦 

④自由による差異の承認     神山伸弘 

⑤政治における普遍主義の限界と再生 

                鵜飼健史 

⑥現代デモクラシーの起源    白井 聡 

⑦労働者教育、社会的自助、公共圏への参加              

今井晋哉 

⑧ルディー・ベイカーの秘密の活動 

                岡本和彦 

⑨60 年安保闘争と「沖縄問題」  

               小野百合子 

⑩「1968」をグローバルに語るということ  

                中川  圭 

(3)以上を通して、本共同研究が見出したも

のは、国民国家は動揺し、政治の境界も流動

化しているが、国籍や人種・民族問題の重要

性は失われていない。移動や越境の具体的あ

り方を規定するのは、それぞれの地域や国家

のデモクラシーのあり方であり、その歴史的

軌跡とそれを支える社会運動、情報・世論・

メディア・コミュニケーションの変容こそ、

21 世紀の「差異の政治」を特徴づけていると

いうことだった。 
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